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珠洲市粟津地区のみなさんに心より感謝申し上げます 

 

がんばろう能登！ がんばろう石川！ 





 

 

1．活動の要約 

本活動では、珠洲市三崎町粟津地区のキリコ祭り（秋祭り）の文化の継続・継承をテーマとし、外

部人材と継続的に連携する仕組み作りと祭りのアーカイブ化を目的としている。今年度は活動 3 年目

であり、粟津地区の方々の意向を踏まえながら、祭り文化の継承と地域コミュニティの復興に寄与す

るため、次のような活動を実施した。オンラインツールを活用して学生が地域住民と交流して地域や

祭りについて学ぶ機会の創出、片姫神社秋季祭礼への参列、9 月に発生した奥能登豪雨で被災した水

田での稲刈り支援活動、これまでに撮影したお囃子や祭りの動画資料を用いたお囃子の稽古、大学祭

での学生と地域の方々によるお囃子のステージ披露および粟津産新米の販売、お囃子の稽古テキスト

の作成などが含まれている。能登半島地震の影響で今年度の祭礼では神輿・キリコの巡行は行われな

かったが、学生が祭り文化を学び習得し、地域の方々と一緒に披露することができ、祭り文化を絶や

さず継承するためのアーカイブ資料、ノウハウ、テキストをとりまとめることができた。 

 

2．活動の目的 

能登各地に残るキリコ祭りは日本遺産にも認定されており高い文化的価値を認められているが、将

来への継承が課題となっている。本活動が対象とする珠洲市三崎町粟津地区のキリコ祭りも、過疎化

や高齢化によって祭りの維持が年々困難になってきている。粟津地区では、地域外から大学生の祭り

への参加を受け入れるなど先進的な取り組みを行い、地区の若手を中心に祭りの継続方法を模索して

いるが、学生と地域との関係が祭り当日を中心とした限定的なものである等、様々な課題がある。 

 そこで、祭りの継承のため、外部人材と継続的に連携する仕組み作りと祭りのアーカイブ化を、大

学の持つ人的・物的資源を活用してサポートすることを本活動の目的とする。 

 

3．活動の内容 

活動 3年目である本年度の主な活動は以下のとおりである。 

 

・オンラインによる勉強会 

 粟津地区と石川県立大学とをオンラインで結び、勉強会を定期的に実施した。勉強会では、粟津地

区やキリコ祭りの概要について粟津地区の担当者からレクチャーを受けたり、これまで粟津地区の祭

りに参加したことのある学生に経験談を話してもらったり、現地活動の準備等を行った。 

 実施日：6/13、6/27、7/11、7/25、8/8、8/29 

 

・粟津片姫神社秋季祭礼に参列（写真 1） 

 毎年 9月 12日に開催される粟津地区の片姫神社の秋季祭礼に参列した。例年、神輿とキリコが地区

内の家々を巡る神輿渡御・キリコ巡行が執り行われるが、能登半島地震の影響で中止となった。その

ため、片姫神社での神事のみとなり、学生は地域住民の方々とともに参列し榊をお供えし、祭礼の終

了後には直会をいただいた。 

実施日：9/12 

 

・9月に発生した奥能登豪雨で被災した水田での稲刈り支援活動（写真 2） 

 令和 6年 1 月の能登半島地震につづき 9月には奥能登豪雨が発生し、粟津地区では稲刈り直前の水

田が冠水する被害が生じた。地震の被害で排水性が低下しぬかるんだ水田では機械による稲刈りがで

きない状況であったため、人力での稲刈り作業の支援活動を行った。 

実施日：9/26、9/27 

 



 

 

・お囃子の稽古 

 大学祭でのお囃子のステージ披露にむけて、キリコ祭りの太鼓と篠笛のお囃子の稽古を重ねた。こ

れまでに撮影したお囃子や祭りの動画資料を用いて稽古した。また、篠笛の演奏には学生が制作した

塩ビパイプ製の篠笛を用いた。 

実施日：10/7、10/10、10/11、10/15、10/17、10/18、10/22、10/24、10/25 

 

・大学祭でお囃子のステージ披露および粟津産新米の販売（写真 3，4） 

 石川県立大学の大学祭において、祭りのお囃子をステージ披露した。粟津自彊団のメンバーととも

に太鼓を叩き篠笛を奏で、学生は稽古の成果により堂々とした演奏ができ、自彊団はさらにリズミカ

ルで迫力ある演奏を披露しステージは好評を博した。また、粟津のキリコ祭りを撮影した写真のパネ

ル展示とともに、粟津産の新米の販売を行った。 

実施日：10/26、10/27 

 

・お囃子の稽古テキストの作成 

 大学祭でのステージやそれまでの稽古をふりかえり、お囃子各曲の構成や稽古手順、学生が気づい

た稽古のポイントなどをテキストとしてまとめた。 

実施日：11/8、11/22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 豪雨で被災した稲刈り作業支援 写真 1 祭礼への参列 

写真 4 粟津産新米 写真 3 大学祭でのお囃子ステージ 



 

 

4．活動の成果 

能登半島地震により甚大な被害が出た粟津地区では、今年度の祭りで神輿渡御、キリコ巡行が中止

された。祭り文化の継承が危機に瀕する中で、祭り本番とは異なる場ではあるものの、お囃子を演奏・

披露し、粟津地区や祭り文化を発信する機会を持つことができた。今年度の活動では、このような活

動を地域外の学生たちが地域住民とともに実現できたことに大きな意義があると考えられる。ただし、

従来の目標としていたアーカイブ資料のさらなる収集は、能登半島地震の影響は大きく十分に達成す

ることができなかった。 

また、学生がお囃子を稽古する際には、これまでに収集したお囃子や祭りの動画資料を活用した。

粟津地区とよく似たお囃子を演奏する隣地区の楽譜資料も参考にしたが、楽器演奏の経験がない学生

がほとんどであるため、楽譜資料を見て演奏することは難しかった。稽古では動画資料を繰り返し見

て覚え、動画と合わせて演奏することが最も有効な方法であった。また、西洋音楽とは異なる独自の

間や拍子があるため、五線譜の楽譜では読み取れないものがあると感じた。さらに、お囃子各曲の構

成や稽古手順、学生が気づいた稽古のポイントなどをテキストとしてまとめた。 

本年度の活動および、これまで 3 年間の活動成果によって蓄積しとりまとめたアーカイブ資料やノ

ウハウ、テキストを活用することで、今後も学生が祭り本番や祭り文化を発信する機会に関わること

ができ、地域の方々の祭り文化の継承を支援することができるようになった。 

 

5．今後の活動について 

能登半島地震や豪雨災害の被害は甚大であり、今後の粟津地区の復興には長い時間を要することが

考えられる。祭りは地域コミュニティの繋がりを強めるソーシャル・キャピタルとして重要なもので

あり、地域コミュニティの復興のためには祭り文化や精神を継承することは欠くことはできない。粟

津地区や地域コミュニティの復興に寄与するために、今後も地域と方々と学生が連携した支援活動を

継続していきたい。 

 

6．活動に対する地域からの評価 

粟津地区自彊団の濱山隆浩氏から、以下のような評価をいただいた。 

「地震の影響で神輿渡御がなく練習の成果を地区では披露できなかったが、県立大学の大学祭で自彊

団の団員と学生が太鼓と笛の演奏で共演できて良かった。今年または来年以降で祭りがある際は珠洲

に来て参加してもらいたい。また成果を使って、いろんな人に珠洲の粟津で行われている祭りに関す

る事を伝えてもらいたいです。」 


